
髙浜１・２号等

制御不能・事故の拡大は防げない

2023年６月12日

美浜の会
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絶縁抵抗はケーブル長さに反比例する
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抵抗(Ω) ＝ 電圧(V) /  電流(A)



（2015.12.10関電報告書p.12より）

（関電の説明図）
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評価期間

JNES案
考慮外

長期健全性評価試験へ



◆運転期間延長審査基準（2016年４月上旬に改訂）

電気・計装設備の絶縁低下については，

「環境認定試験による健全性評価の結果，設計基準

事故環境下で機能が要求される電気・計装設備 及び

重大事故等環境下で機能が要求される電気・計装設

備に有意な絶縁低下が生じないこと。」

（改定により下線部が新たに付加）

運転期間延長審査基準
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NRAの試験手順

重大事故
と蒸気暴露中が問題
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グラフは１ｍ長のケーブルの場合。
１０ｍ長なら１/１０に低下して、当初
から電気設備技術基準の下限を割り込む。
⇒延長審査基準違反で運転期間延長不可
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電気ケーブルの火災防護措置についての認可

7

規制委員会は下記の「対応方針」を了承し（３月２９日）、
それに基づく事業者の申請を認可した（５月１２日）

５．今後の対応方針（委員会了承事項）(2023年3月29日)

① 最終的には、火災防護審査基準2.3.1(2)のいずれかの系

  統分離対策を実施する。

② ①の対策の実施完了までには相当の期間を要することか

  ら、実施完了までの間、①の対策と同等水準の系統分

  離対策として、対象の電線管の周囲に可燃物を配置し

ない等の運用を組み合わせた措置を実施する。

★つまり、審査基準を満たしていない状態を是認して認可した。
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